
脱
炭
素
経
営
補
助
金
動
向
な
ど
紹
介

日
栄
商
事
が
環
境
設
備
セ
ミ
ナ

金　　沢

約人が参加した第回環境設備勉強会＝日

　
日
栄
商
事
︵
本
社
・
金
沢

市
中
村
哲
郎
取
締
役
社
長
︶

は

日

第

回
環
境
設
備

勉
強
会
︵
共
催
・
東
芝
キ
ヤ

リ
ア

パ
ナ
ソ
ニ

ク
産
機

シ
ス
テ
ム
ズ
荏
原
製
作
所
︶

を
金
沢
市
も
の
づ
く
り
会
館

で
開
き

参
加
者
は
中
小
企

業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
脱
炭

素
経
営
と
２
０
２
４
年
度
に

お
け
る
補
助
金
の
最
新
動
向

な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た


　
勉
強
会
に
は
同
社
取
引
関

係
者
ら
約

人
が
参
加

冒

頭

中
村
社
長
が
今
回
の
セ

ミ
ナ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

を
紹
介
し
た
上
で
﹁
長
丁
場

と
な
る
が
本
日
の
勉
強
会
が

実
り
多
き
も
の
に
な
る
こ
と

を
願

て
い
る
﹂
と
あ
い
さ

つ

続
い
て
省
エ
ネ
診
断
・

対
策
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
省

エ
ネ
・
再
エ
ネ
関
連
補
助
金

の
支
援
・
サ
ポ

ト
業
務
を

行
う
Ｅ
Ｓ
︵
本
社
・
福
井
県

鯖
江
市
︶
取
締
役
本
部
部
長

・
カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル

サ
ポ

タ

室
室
長
の
関
一

幸
氏
が
﹁
中
小
企
業
に
求
め

ら
れ
る
脱
炭
素
経
営
と
来
年

度
補
助
金
動
向
﹂
と
題
し
て

基
調
講
演

関
氏
は
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
世
界
で
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
が
拡
大
す
る
中


気
候
変
動
対
策
に
お
け
る
企

業
評
価
の
一
つ
で
あ
る
Ｓ
Ｂ

Ｔ
︵
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

削
減
目
標
︶
に
認
定
さ
れ
る

企
業
が
国
内
で
も
急
増
し
て

い
る
と
説
明

Ｓ
Ｂ
Ｔ
は
サ

プ
ラ
イ
ヤ

も
含
め
た
削
減

目
標
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
中
小
企
業
に
お
い
て
も
脱

炭
素
対
策
が
重
要
に
な
る
と

指
摘

対
策
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り

既
存
取
引
の
継

続
に
加
え

新
規
取
引
先
獲

得
に
も
つ
な
が
る
メ
リ

ト

を
強
調
し
た

続
い
て
同
社

マ
ネ
ジ


の
前
田
憲
一
氏

が
来
年
度
に
お
け
る
補
助
金

動
向
と
活
用
術
に
つ
い
て
最

新
情
報
を
提
供
し
た


　
こ
の
後

日
栄
商
事
設
計

積
算
課
か
ら
林
腰
芳
興
課
長

が
﹁
太
陽
光
発
電
に
よ
る
ビ

ニ
ル
ハ
ウ
ス
空
調
に
つ
い

て
﹂
と
題
し
て
石
川
県
農
林

試
験
場
に
お
け
る
ル
ビ

ロ

マ
ン
栽
培
ハ
ウ
ス
の
夜
間
空

調
を
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
シ

ス
テ
ム
で
賄
う
補
助
金
活
用

案
件
の
計
画
概
要
な
ど
を
紹

介

問
題
点
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
解
説
し
た


　
こ
の
後

東
芝
キ
ヤ
リ
ア

か
ら
は
循
環
加
温
ヒ

ト
ポ

ン
プ
の
活
用
に
よ
る
脱
炭
素

事
例
の
紹
介

パ
ナ
ソ
ニ


ク
産
機
シ
ス
テ
ム
ズ
か
ら
は

ガ
ス
と
電
気
の
い
い
と
こ
取

り
の
﹁
一
体
型
ハ
イ
ブ
リ


ド
空
調
ス
マ

ト
マ
ル
チ
﹂

荏
原
製
作
所
か
ら
は
最
小
型

化
キ

ン
ド
モ

タ

ポ
ン

プ
な
ど
新
製
品
の
特
長
等
の

説
明
が
行
わ
れ
た

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